
問　　題

人生後半は老いの時期である。身体面・心理面

の機能低下を伴う老いの時期において，自己概念

は発達および well-being2)のための心理的資源とし

て知られる (Baltes & Baltes, 1990)。それゆえに自

己概念をめぐる成人発達研究は広範かつ多数存在

する（Lachman & Bertrand, 2001；岡本, 2002）。

そこでは包括的な自己概念を用いた研究が中心的

な位置を占めてきた（e.g.,アイデンティティ：岡

本， 2002； Whitbourne, 2002；自尊感情：

Brandstädter & Greve, 1994；生活満足感： Diener,

Emmons, Larson, & Griffen, 1985）。成人期以降の

発達が総体的な人格の成熟という質的変化の過程

として位置づけられていることから(e.g., Erikson,

1950)，そのような研究動向は頷かれる。しかし，

包括的自己概念を用いた研究は，自己概念の発達

過程を詳細に捉えられるとは言いがたい。それは，

成人期の発達は多くの機能領域で個別に展開する

という特徴をもつ (e.g., Whitbourne, 2002) ためで

ある。近年の社会認知的な自己研究において，自

己概念は多次元性を有する動的な認知的構成概念

として理解され，その構造と機能の解明が試みら
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1) 本研究の調査 2はお茶の水女子大学 21世紀 COEプ

ログラム“誕生から死までの人間発達科学”平成 14

年度公募研究助成を，調査 3は平成 14年度ユニベー

ル財団研究助成（研究代表者：矢吹真理）を受けて

実施された。

2) well-beingという語に関しては，従来，幸福（感），

安寧などの訳語が当てられてきた。しかし Ryff

(1989) が well-beingをポジティブな心理的機能とし

て概念化して以降，それに依拠する成人発達研究に

おいては原語表記される場合がある（e.g.,西田，

2000）。本研究も同様の立場から，well-beingを原語

のまま使用する。



れている（e.g., Harter, 1998；伊藤, 2002； Marsh

& Hattie, 1996）。そこでは，日常文脈で認識され

る自己概念は領域ごとに独立しており，状況・環

境に応じて変化するものとして認識されている

（e.g., Harter, 1998；伊藤, 2002）。したがって，複

数の領域から構成される自己概念を用いた検討は，

成人発達の過程を具体的にかつ詳細に捉えるのに

有用と考えられる。

領域個別的な自己概念の発達的検討を行ってき

た代表的研究者として，Harterと Marshが挙げら

れる。2人に共通しているのは，分化した自己概

念に重要な領域とそうでないものを想定して全体

的自己概念に対する影響力に違いを認める点，そ

して，その様相には発達的差異が存在すると考え

る点であり (Harter, 1998; Marsh & Hattie, 1996) 自

己概念を発達的に捉える視点として示唆的である。

しかし，彼女たちの検討は幼少期から青年期を主

たる対象としており，成人期以降には及んでいな

い。Harter, Marshのみならず，自己概念を多領

域・多次元に捉え発達的検討を行おうとする試み

の多くは，成人期を対照群として設定する（e.g.,

佐久間，2002），あるいは青年期で作成された枠

組みを成人期に援用する（e.g., 沢崎，1995）もの

で，成人独自の発達的文脈を考慮した研究は少な

い。中で，若本（2003；若本・無藤，2004）は，

中年期・老年前期の自己概念が独自の構造をも

つ，すなわち青年期では身体的自己の一部である

“体力”，社会的自己の一部である“経済”など

の，生活の前景で経験されるあいまいで表層的な

自己の側面が“生活的自己”という独立した領域

を構成することを見出している。だが，因子分析

結果の解釈から得られたこの知見は，方法論の点

でさらなる工夫の余地を残している。

本研究の目的 以上の議論を踏まえ，本研究

は，人生後半における自己概念の発達的特徴を構

造面から明らかにすることを目的とする。成人発

達研究において領域個別的な自己概念に関する研

究は稀少であり，検討のための方法論は確立され

ていない。そこで，青少年を対象に数多くの検討

を重ねてきた Harterと Marshの方法論を整理し，

援用することとする。まず自尊感情と領域個別的

な自己概念との関連に注目する方法が挙げられる。

Harter (1998) は，自己概念の発達的特徴を考慮す

るにあたり，領域個別的自己概念と全体的自己概

念との相関を比較することが有用であると示唆し

ている。Marshも同様の関心を示しつつ，領域個

別的な自己概念と自尊感情との間に階層的構造を

仮定し，回帰分析によって各発達段階における中

核的な領域を同定している(Marsh & Hattie, 1996)。

このような全体的自己概念と領域個別的自己概念

との関連を検討する研究は膨大に存在し，自己概

念を構造的に理解するのに有用である（伊藤，

2002）。さらに，その関連に発達的特徴が示され

るとの見解 (Harter, 1998; Marsh & Hattie, 1996) を

加えると，自己概念の構造面は成人独自の文脈を

反映する特徴を内包すると考えられる。そこで，

本研究の第 1の目的として，Harter (1998), Marsh

& Hattie (1996) の手法に則り，自尊感情と自己概

念との関連における人生後半固有の構造上の特徴

を検討する。

次に，領域個別的な自己概念における領域間の

関連に注目する。Marshは自己概念の下位領域間

の相関を分化の指標として採用した検討により，

子どもの自己概念の構造が発達段階によって異な

ることを示している (Marsh & Hattie, 1996; Marsh,

Ellis, & Craven, 2002)。しかし，自己概念の分化を

達成した成人において，領域間の関連は別の意味

をももつと考えられる。たとえば成人においては，

各自己領域を区別し独立したものとして捉える指

標として理解することが可能であろう。自己概念

が多くの領域へと分化し独立していることがどの

ような意味を持つのかについて，Linville (1987) が

“自己複雑性 self-complexity”として概念化してい

る。彼女は，自己複雑性が高い場合，何らかのネ

ガティブな心理的影響が直接的に関連する自己領

域に限定される，その結果として，他の関連の弱
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い領域はその影響にさらされずに済むとの理解か

ら，自己複雑性が高い人は精神的健康が高いこと

を示唆した。それのみならず，自己領域が明細化

され独立している程度は成人発達において特別な

意味を持ちうる。なぜならば，自己領域間の独立

性が，人生後半の特徴的な発達的現象である

“ well-beingの 逆 説 ” (paradox of well-being,

Mroczek & Kolarz, 1998) を構成するメカニズムの

一部であると考えられるためである。“well-being

の逆説”とは，人生後半が衰え，喪失，有限性な

どの影響下にあるにもかかわらず，高水準の well-

beingが保持されることを指す。この現象が生じ

るメカニズムの代表的な理論モデルとして“補償

を伴う選択的最適化 selective optimization with

compensation”(Baltes & Baltes, 1990) が挙げられ

る。そこでは，加齢に伴い衰えた領域に対して関

与を停止したり，より優勢な領域やスキルで代行

するといった補償的な対処によって，人生後半に

おいても well-beingは維持されると言われている。

このメカニズムが機能するためには衰えた領域と

そうでない領域が区別して把握され，自己領域間

に一定の独立性があることが前提となる。した

がって，成人発達における自己領域間の関連とは

“補償を伴う選択的最適化”が機能するための基

盤であり，well-being，ひいては発達・適応の水準

と特徴を間接的に予測しうると考えられる。しか

し，このような観点からの検討はいまだ行われて

いない。そこで，第 2の目的として，領域個別的

自己概念の領域間の関連を領域間の独立性を示唆

する指標と見なし，成人発達に対する意義という

観点から検討を行う。

枠組み・概念規定 本研究では，領域個別的な

自己概念として自己評価 self-evaluationを，全体

的自己評価として自尊感情を用いる。評価 2測度

を用いるのは，自己評価がネガティブな状況下に

おける個人の行動に強い影響力をもち，情緒や

well-being，成人のパーソナリティ発達と密接に関

連すると指摘されているためである (Baltes &

Baltes, 1990; Heckhausen, 2001)。また，中年期内

の変化および中年期から老年期への移行の検討が

不足しているとの批判 (Heckhausen, 2001) に応

え，人生後半に発達的様相の異なる下位年齢段階

を想定し，各々の発達的特徴を把握する。その検

討は若本・無藤 (2006) に依拠して行う。すなわち

人生後半を比較的軽微な老いの影響下にあり発達

上の連続性をもつ“中高年期”（30― 75歳）とす

る。また，その中に 4つの下位段階として，老い

の端緒にあたる“中年前期”（40代），退職という

重要なライフイベントを含む“中年後期”（50―

65歳），昨今の長寿高齢化によって深刻な健康問

題をもたず，中年期との連続性が示唆される“ポ

スト中年期”（66― 75歳），統制群としての“プ

レ中年期”（30代）を設定する。

Baltes (1987) の構造的・文脈的要求が生涯発達

過程を特徴づけるとの指摘を考慮すると，人生後

半の発達は老いによって特徴づけられる発達過程

と換言できる。この見解に準じ，本研究では，中

高年期成人の自己概念に見出される特徴は，老い

の影響下にある中高年期固有の発達的特徴として

捉えうると見なし，解釈と考察を行う。しかし，

その理論的想定のみでは実証的アプローチとして

十分とは言えない。したがって，検討結果を発達

的特徴として同定するにあたっては，成人発達の

先行研究との照合を行い，できる限り実証性を高

めるよう努めることとする。

方　　法

郵送による個別依頼・個別回収形式の質問紙調

査を以下のとおり実施した。

調査対象・時期 調査 1 対象： 30― 65歳男

女 1800名。筆者の知人・友人，その紹介者。時

期： 2001年 6― 7月。回収： 1020名（回収率

56.7%）。調査 2 対象： 66― 75歳男女 1200名。

N県 A高校卒業者。A高校は地方都市（人口約

24万人）の公立高校。時期： 2003年 2月。回

収： 722名（回収率 60.2%）。調査 3 対象： 37―
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60歳男女 1500名。S県 B高校卒業者。B高校は

首都圏市部（人口約 7万人）の公立高校。時期：

2003年 6― 7月。回収： 347名（回収率 23.1%）。

全協力者がコミュニティに在住しており，施設入

居者は含まれていない。

調査内容 (a) 自己評価尺度： 16項目 5段階評

定（若本，2003；若本・無藤，2004）。成人期・

老年期における妥当性が確認されている。容貌・

体型など外見に関する 4項目からなる“外見的自

己”，職業・役割など社会的側面 3項目からなる

“社会的自己”，性格・家族など個人の中核である

心理社会面 5項目からなる“内的自己”，日常生

活の意識の前景で感じられる明細化されにくい自

己概念のうち，健康・体力の 2項目からなる“生

活的自己（健康）”，経済・生活の 2項目からなる

“生活的自己（経済）”，以上 5領域によって構成

されている。“私の ��（自己の諸側面）”に対す

る満足度として評定を依頼した。(b) Rosenberg

自尊感情尺度： 10項目 5段階評定。星野 (1970)

の訳によるものを用いた。(c) フェイス項目：年

齢，性別の他に，職業，経済的不安の有無，教育

歴，婚姻歴，子の有無，世帯構成を尋ねた。

分析対象者 3回の調査で回答を得られた 2089

名のうち，年齢未記入，不完全回答のものを除外

した 2026名を分析対象とする。内訳は，男性プ

レ中年期 148名，中年前期 187名，中年後期 202

名，ポスト中年期 378名，女性プレ中年期 234

名，中年前期 263名，中年後期 278名，ポスト中

年期 336名である（平均年齢 55.10歳）。男性の

87.9%，女性の 74.2%が既婚者であり，全体の

82.1%に子どもがある。また 43.4%が 2世代世帯，

31.4%が夫婦世帯で生活している。就業者は男性

の 67.3%（ポスト中年期の有職率は 34.2%），女性

の 49.2%，専業主婦は 40.3%である。教育歴の平

均年数は男性 14.8年，女性 13.7年である。

ここで，対象抽出の手続き，および調査 3が著

しく回収率が低かった点に含まれる問題点につい

て言及する。調査 1は筆者の知人・友人・その紹

介者を対象とし，調査への了承を直接的・間接的

に取り付けて実施された。一方，調査 2, 3は名簿

から選ばれた未知の方々への文書での調査協力依

頼によって行われた。そのうち調査 3の回収率の

みが低かった理由としては，調査 2が高齢者に向

けて地方都市で実施されたのに対して，調査 3は

首都圏の中年期成人に対して実施されたため，転

居・異動が多く調査票が未着となってしまったこ

と，個人のプライバシーに対する考え方がより鋭

敏で調査拒否が多かったことの 2点が考えうる。

以上，本研究のサンプルは等質性において限界が

指摘される。

結　　果

因子分析と合成変数の内的整合性 自己評価尺

度を先行研究（若本，2003）の 5因子（外見的自

己，社会的自己，内的自己，生活的自己（健康），

生活的自己（経済））モデルを適用し確認的因子

分析を実施した結果，GFI�.96，AGFI�.94，

RMSEA�.05という値が得られ，モデルは適合して

いるものと考えられた（服部，2002の基準によ

る）。また，自尊感情，情緒不安定性は探索的因

子分析の結果，固有値の差から 1因子性が確認さ

れた。これらの因子の素点を合計し項目数で除し

たものを合成変数得点とした。a 係数から全変数

で一定の内的整合性が認められた(.70�a ≦.88)。

性差・年齢段階差の検証 成人発達研究では，

性分業やライフコース，資源の違いにより発達経

路そのものが異なるとして，性差への配慮が求め

られる（Gilligan, 1982岩男監訳 1986）。また，本

研究では年齢段階による発達的差異の存在を想定

した検討を行うが，その確認も必要である。そこ

で，全使用変数を従属変数とする，性 2 水準

（男・女）および年齢段階 4水準（プレ中年期・

中年前期・中年後期・ポスト中年期）による二要

因の分散分析を実施したところ，すべての分析に

おいて有意な結果が得られた (Table 1)。とくに年

齢段階による差は顕著であった。この結果を踏ま
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え，性による発達経路の違い，および年齢段階に

よる発達的差異があるものと見なし，以下の検討

は性・年齢段階による 8群別に行う。

自己評価と自尊感情の関連，自己評価の下位領域

間の関連

まず自己評価と自尊感情，ならびに自己評価の

5領域間の関連を検討するために相関分析を行っ

た (Table 2)。自己評価と自尊感情との相関

は . 1 6 � r � . 5 9，自己評価の領域間の相関

は.21�r�.59であった。一般に相関係数値は.20以

下を“ほとんど相関がない”，.20から.40を“弱

い相関がある”，.40から.70を“中程度の相関が

ある”，.70以上を“強い相関がある”と解釈され

る（豊田，1998）。その基準に則ると，自己評価

と自尊感情との相関，自己評価の領域間の相関は

ともに弱から中程度の範囲と言ってよい。その中

で，性別，年齢段階を問わず中程度の値が示され

たのは内的自己と自尊感情との相関においてで

あった。一方，自己評価の領域間の関連は男女で

異なる様相を示した。男性では，外見的自己と社

会的自己・内的自己・生活的自己（健康）との間

に，また社会的自己と内的自己との間に中程度の

相関が示された。対して，女性では内的自己と社

会的自己・生活的自己（経済）との間において中

程度の相関が示された。続いて，自己評価と自尊

感情との階層的関連を，自尊感情を従属変数，5

領域の自己評価を説明変数とする重回帰分析によ

り検討した 3)。その結果，全群において内的自己

が有意な説明変数であった。中年前期とポスト中

年期ではそれに加え，社会的自己，生活的自己

（経済）も有意な説明変数であった (Table 3)。

自己評価と自尊感情，自己評価の領域間の関連に

おける年齢段階差

最後に，自己評価と自尊感情，そして自己評価

の各領域間の関連に年齢段階による差異があるか

を検討した。検定は，小塩 (2004) に則り，2変数
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Table 1 自己評価・自尊感情を従属変数とする性・年齢段階による二要因分析結果および平均値 (SD)

主効果 交互
従属変数 F

性 年齢段階 作用

外見的 14.52*** 63.29*** 8.21*** .22

社会的 12.62*** .25 27.81*** .60

内的 10.43*** 1.85 19.91*** 1.94

生活的（健康） 4.57*** .03 10.03*** 1.22

生活的（経済） 14.53*** 7.95** 32.07*** .47

自尊感情 2.76** .65 3.41* .22

男 女

プレ 前期 後期 ポスト プレ 前期 後期 ポスト

自己評価

外見的 3.31 (.65) 3.34 (.64) 3.47 (.60) 3.48 (.56) 3.02 (.74) 3.13 (.76) 3.22 (.74) 3.23 (.72)

社会的 3.32 (.74) 3.35 (.74) 3.61 (.62) 3.65 (.58) 3.28 (.76) 3.41 (.76) 3.57 (.60) 3.62 (.58)

内的 3.54 (.60) 3.50 (.64) 3.66 (.58) 3.75 (.48) 3.41 (.68) 3.57 (.62) 3.61 (.59) 3.72 (.55)

生活的（健康） 3.01 (.92) 3.07 (.89) 3.36 (.90) 3.34 (.90) 3.15 (.93) 3.10 (.95) 3.28 (.96) 3.29 (.97)

生活的（経済） 3.15 (.98) 3.09 (.89) 3.52 (.74) 3.52 (.73) 3.24 (.91) 3.27 (.89) 3.58 (.82) 3.61 (.77)

自尊感情 3.53 (.59) 3.46 (.58) 3.58 (.53) 3.59(.59) 3.41 (.62) 3.55 (.62) 3.56 (.60) 3.55 (.56)

***p�.001, ** p�.01, *p�.05

3) 説明変数間の相関係数値 (Tab le 2)と b 係数値
(Table 3)の間に大幅な差が見られないこと，および

VIF値の許容度から，多重共線性の影響はないと判

断した(Stevens, 2002)。



の差を標準正規分布に変換して行った。その結果，

健康面・経済面双方の生活的自己と他の領域との

関連において年齢段階による有意差が見出される

傾向にあった。また，その多くは，中年前期と他

の年齢段階間の有意差であった。生活的自己の中

でも，男性では経済面をめぐる関連において，女

性ではそれに加え，健康面をめぐる関連において

有意差が見られ，差の様相は男女で異なっていた。

なお，自己評価と自尊感情との関連において，年

齢段階による有意差は見出されなかった (Table 4)。

考　　察

ここでは，見出された各々の結果を成人発達の

先行研究と照合し，発達的観点から考察を行う。

自己評価と自尊感情との関連における中高年期の

発達的特徴

自己評価と自尊感情との関連の検討において，

性・年齢段階を問わず自尊感情と中程度の相関を

示したのは内的自己であった。他方，階層的に構

造を捉える重回帰分析でも，内的自己は自尊感情

に対する安定した高い寄与を示していた。した

がって，内的自己は中高年期成人の自尊感情を規

定する自己領域であると言えるだろう。個人の性

格や感情といった内的要素と家族など身近な人間

関係からなる内的自己が自尊感情の有意な説明変

数であるのは，成人の生活・心性を鑑みるに

首肯される結果である。それと同時に，青少年に

おいては学業成績（蘭，1992）や身体的魅力

(Harter, 1998) などが自尊感情に影響力をもつのと

は異なる，中高年期の発達的特徴として同定され
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Table 2 自己評価・自尊感情の相関分析結果

1 2 3 4 5 6

1 外見的 – .39 .35 .32 .37 .31

– .32 .54 .56 .46 .41

– .38 .48 .34 .28 .30

– .55 .59 .49 .30 .36

2 社会的 .54 – .47 .21 .46 .41

.56 – .46 .33 .41 .40

.54 – .47 .32 .48 .36

.46 – .53 .38 .39 .44

3 内的 .49 .56 – .27 .53 .58

.56 .49 – .52 .49 .59

.50 .50 – .34 .44 .55

.50 .57 – .47 .48 .59

4 生活的 .48 .34 .45 – .27 .16

（健康） .56 .31 .41 – .52 .37

.53 .36 .35 – .46 .29

.50 .35 .41 – .40 .29

5 生活的 .40 .58 .43 .39 – .39

（経済） .53 .56 .51 .37 – .44

.34 .49 .36 .45 – .31

.34 .44 .31 .36 – .39

6 自尊感情 .35 .39 .52 .36 .37 –

.36 .42 .48 .17 .43 –

.28 .38 .51 .22 .43 –

.42 .51 .51 .35 .39 –

注．すべての相関係数は p�.05で有意であった。

左下の三角行列は男性の相関係数，右上は女性のもの

である。それぞれの 1段目にはプレ中年期，2段目に

は中年前期，3段目には中年後期，4段目にはポスト中

年期の値を記した。

Table 3 自尊感情を従属変数，自己評価を説明変数とする重回帰分析結果

男 女

プレ 前期 後期 ポスト プレ 前期 後期 ポスト

説明変数 b b

外見的 .05 .04 �.01 .07 .08 .08 .00 �.04

社会的 .06 .17* .13 .23*** .16* .13* .11 .18**

内的 .36*** .33*** .41*** .27*** .47*** .42*** .46*** .48***

生活的（健康） .10 �.10 �.02 .07 �.03 �.01 .09 �.02

生活的（経済） .13 .18* .12 .15** .02 .15* .01 .11*

R2 .308 .303 .287 .366 .366 .398 .324 .380

***p�.001, **p�.01, *p�.05



るであろう。

また，中年前期とポスト中年期においては，内

的自己に加え，社会的自己と生活的自己（経済），

すなわち自らの仕事や社会的立場そして生活の中

で実感される経済状態に対する評価が，自尊感情

に有意な寄与を示すことも見出された。これら 2

つの時期は，昇進や出世の限界などによって仕事

に対する考え方や意味づけ，時間配分が変化した

り，退職後・老後における新たな役割が模索され

たりと，社会的側面の変動に由来する 藤や内省

の存在が指摘されている (Levinson, 1978；岡本，

2002)。そのような状況下では，社会・経済面に

関する表層的・個別的領域はともに評価の変動が

生じやすく，全体的自己評価である自尊感情に対

して影響を及ぼすであろう。それが中年前期・ポ

スト中年期という特定の時期に，社会面・経済面

が自尊感情に対してもつ寄与を高めるという結果

につながったと考えられる。

自己評価の領域間の関連における中高年期の発達

的特徴

自己評価 5領域間の相関分析においては，中程

度から弱い相関が見出された。相関分析をもとに，

対である 2側面のいずれの性質をもつかを推定す

るには分散説明率が用いられる（e.g., 幼児の自己

概念の分化／未分化： Marsh et al., 2002；成人の

自己概念の継時的な不変性／可変性： Fleeson &

Heckhausen, 1997）。自己評価 5領域間の相関分

析の結果は.21�r�.59であり，分散説明率は約 3―

35%であった。最大でも約 35%の分散説明率とい

う結果からは，自己領域は明細化して捉えられ，

自己評価は領域を区別して付与されていると見な

せるであろう。すなわち中高年期における自己評
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Table 4 自己評価の下位領域間の関連，および自己評価と自尊感情との関連における年齢段階差

男 女

年齢段階 (rs) t 年齢段階 (rs) t

a) 自己評価の領域間の関連

生活的自己（経済）との関連

生活的（経済）–外見的 前期 (.53) ポスト (.34) 3.05** 前期 (.46) ポスト (.30) 2.64**

前期 (.53) 後期 (.34) 2.61** 前期 (.46) 後期 (.28) 2.48*

生活的（経済）–社会的 プレ (.58) ポスト (.44) 3.21** プレ (.46) ポスト (.39) 2.53*

前期 (.56) ポスト (.44) 3.03** 前期 (.41) ポスト (.39) 2.03*

プレ (.58) 後期 (.49) 2.53* –

前期 (.56) 後期 (.49) 2.21* –

生活的（経済）–内的 前期 (.51) ポスト(.31) 3.52** プレ (.53) 後期(.44) 2.07*

前期 (.51) 後期 (.36) 2.39* プレ (.53) ポスト (.48) 2.37*

生活的自己（健康）との関連

生活的（健康）–外見的 – 前期 (.56) プレ (.32) 2.57*

– 前期 (.56) 後期 (.34) 2.34*

生活的（健康）–内的 – 前期 (.52) プレ (.27) 2.34*

– 前期 (.52) 後期 (.34) 2.02*

生活的自己（経済・健康）の関連 – 前期 (.52) プレ (.27) 2.54*

生活的自己以外の自己領域間の関連

外見的 –内的 前期 (.56) ポスト (.50) 2.50* –

外見的 –社会的 前期 (.56) 後期 (.46) 1.98* –

b) 自尊感情と自己評価との関連 – –

注. 有意差があった相関のみを表示。**t�2.58, *t�1.96



価は領域ごとに独立していると示唆され，先行研

究（e.g., 伊藤，2002）とも合致する。

一方，中程度の相関を示した領域は男性と女性

で異なっていた。男性では，外見的自己と社会的

自己・内的自己・生活的自己（健康），社会的自

己と内的自己との相関において，女性では内的自

己と社会的自己・生活的自己（経済）との相関に

おいて中程度の値が示された。このような男女の

相違が生じる背景について，成人を対象とする領

域個別的自己概念の研究が不足しているゆえに明

言することは難しい。結果からの推測としては，

男性では仕事や社会的役割と内面や家族関係は分

割しては感じられにくく，外見は健康や社会的役

割との関連の中で認識されるのかもしれない。あ

るいは上瀬 (1999) が言うように，男性は女性に比

べて自己を明細化して捉えない傾向があるのかも

しれない。他方，女性では，自己の内面について

の評価は，役割や職業そして経済状態の評価と関

連しているとの結果であった。職業をもつ女性が

専業主婦よりも精神的健康が高いことを示す研究

は多い（清水，2004）。本研究の結果もそれらに

類するものと思われる。

自己評価の領域間の関連における年齢段階差

下位領域間の関連における年齢段階差の検討に

おいて，有意差のほとんどは生活的自己領域と他

の領域との関連において存在した 4)。

生活的自己の経済面をめぐる年齢段階差 今回

の検討では，生活的自己の経済面と多くの領域と

の関連において年齢段階による有意差が見出され，

男女を問わず中高年期の後半（ポスト中年期・中

年後期）と前半（中年前期・プレ中年期）との差

であった。この結果は，中高年期の前半と後半の

境界に位置づく定年退職というライフイベントに

よって説明されるだろう。退職を経て年金生活に

入ることで，男性では仕事や役割（社会的自己）

と経済活動が分割され，家族内での位置づけや身

近な人間関係（内的自己）も経済活動から離れて

再構築される。このような生活上の変化に伴って，

経済面と他の自己領域との関連は中高年期後半に

弱まったと考えられる。女性でも類似した結果が

得られたことから，自身の定年退職のみならず，

夫（配偶者）の定年退職も経済面と他の自己領域

との関連に影響を及ぼすことが示された。加えて

女性の結果は，この数十年，女性のライフコース

が大きく変化していることを反映していた。たと

えば経済活動である仕事と家庭生活の双方を担い

優先順位に 藤するプレ中年期において経済面と

内的自己との関連が有意に高く，女性の生き方が

妻・母役割に限定されていた 1930年代コホート

のポスト中年期では経済面と社会的自己との関連

が有意に低かった点などは，端的な例である。

生活的自己の健康面をめぐる年齢段階差 生活

的自己の健康面では，女性にのみ，外見および内

的領域との関連において年齢段階による有意差が

存在した。そしてその差は中年前期とプレ中年

期・中年後期との間に見出された。身体（健康・

外見）および内面は個人の内的資源と目される領

域である。それらの関連における有意な年齢段階

差が見られたことから，女性の中高年期において，

内的資源に対する認識は年齢によって変化するこ

とが窺える。すべての相関が中年前期のほうがよ

り高い値を示した点は経済面と同様である。従来

の成人発達研究において，中年前期はさまざまな

領域における衰え，ならびに更年期の開始を含む

健康面や心理面の不調による影響が示唆されてい

る (Whitbourne, 2002)。そのような特徴を有する

中年前期には外見・健康・内面に対する評価が同

時に低下するのに対し，プレ中年期では，身体面

の衰えの認識は外見の自己評価に焦点化されてい

ると考えられる。この推察は，プレ中年期におけ
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4) 男性では生活的自己以外にも，外見的自己と内的自

己，外見的自己と社会的自己との関連においても年

齢段階による有意差が見出されている。しかし，先

行研究が不足しており相関分析の考察の上に推測を

重ねることとなる。よってここでの積極的な言及は

避け，今後に向けての課題としたい。



る外見領域に対する自己評価は他の時期に比べ有

意に低いが (F(3, 1107)�4.55, p�.01, Tukey法によ

る post hoc検定結果 (p�.05)：プレ�後期・ポス

ト）健康面の評価に有意差は見られなかった点，

すなわちプレ中年期では外見のみで有意に評価が

低いことから支持されるだろう。さらに，中年前

期・後期・ポスト期女性では生活的自己 2側面は

中程度の相関 (.40�r�.52) を示したのに対し，プ

レ中年期では弱い相関しか見られなかった

(r�.27)。これらの結果を併せ，プレ中年期の女性

において健康面の評価が独立して付与される傾向

は，他の発達期と比べて強いと言えるだろう。一

方，中年後期は，加齢に伴う変化に対する焦りや

努力の時期を過ぎ，補償や非関与が主流となる時

期とされる (e.g., Heckhausen, 2001)。この知見を

適用して考察すると，中年後期の女性は，子ども

の自立や夫の定年退職に伴い家庭人としての役割

を離れ，容貌への関与を停止し健康に焦点化する，

それが健康面と外見，健康面と内的自己との関連

が中年前期と比べ弱かったという結果につながっ

たと考えられる。

総合的考察

本研究では，中高年期における自己評価の発達

的特徴を構造面において明らかにすることを目的

に，自尊感情との関連，下位領域間の関連，それ

らの関連における年齢段階差を検討した。ここで

は今回行った 3つの分析結果をまとめ，中高年期

の発達的特徴について考察する。

自己評価の構造面における中高年期の発達的特徴

本研究では，自尊感情と自己評価との関連，な

らびに自己評価の領域間の関連を検討する中で，

各年齢段階で異なる様相を見出した。自尊感情と

自己評価との関連では，全年齢段階で内的自己が

有意な説明変数でありながら，加齢に伴う社会的

変化の影響下にある中年前期，ポスト中年期では，

社会面・経済面の自己領域も有意な説明変数で

あった。一方，領域間の関連の検討では，主に経

済面と他領域との関連において，中年前期はポス

ト中年期・中年後期よりも領域間の相関が高かっ

た。したがって，中高年期における下位年齢段階

は，自己評価の構造面において発達的差異を有す

ることが示唆される。自己概念の機能や構造が状

況に応じて柔軟に変化することは成人発達研究・

自己研究の双方で指摘されている (e.g., Baltes &

Baltes, 1990；伊藤，2002)。この点を踏まえて考

察を進めれば，自己評価は中高年期の発達的文脈

に対応して柔軟にその構造を変容させながら，本

研究で見出されたような独自の特徴を形成してい

ると考えられる。

中高年期における自己領域間の独立性―“well-

beingの逆説”との関連から

本研究では，自己領域間の関連を，各領域が明

細化され独立に捉えられる程度と見なして検討を

行った。相関分析の結果から，中高年期成人は概

ね自己の各領域を独立に捉え評価すると示唆され

た。そして，領域間の年齢段階差の検討からは，

生活的自己の経済面と他領域との関連を中心に，

中年前期あるいは中高年期前半（プレ・前期）と

中高年期後半（ポスト・後期）との間で有意差が

見出された。その内容は中年前期あるいは中高年

期前半のほうが相関が強く，後半のほうが弱いと

いうものであった。ここから中高年期を通して自

己領域の独立性は保たれているが，加齢に伴い，

よりその傾向は強まると思われる。一方，Table 1

に示されるように，自尊感情や自己評価は，高年

齢群のほうが有意に高得点を示す，もしくは低年

齢群との有意差は見られず，“well-beingの逆説”

に一致する結果が得られた。これらの結果を併せ

ると，中高年期において領域間の独立性が“well-

beingの逆説”の成立にあたって一役を担ってい

ること，そこには先行研究に示される“補償を伴

う選択的最適化”(Baltes & Baletes, 1990)や“自己

複雑性”(Linville, 1987) などのメカニズムが介在

していると考えうるであろう。
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中年前期―“危機”の発達期

中年前期において，総じて他の年齢段階期に比

べて領域間の相関が強い傾向にあったことは，中

年前期がもつ発達的特徴と考えられる。先行研究

によれば，中年前期は老いが始まる時期であり，

身体面・心理社会面の衰えによるネガティブな影

響が最大である（若本・無藤，2006 ； Whit-

bourne, 2002）。よって，中年前期における領域間

の関連が他の年齢段階に比べて高いとの結果も，

このような特徴と関連があろう。すなわち多領域

にわたり人生最初の衰えが生じるこの時期，多く

の自己領域に対する評価が同時に低下し，結果と

して自己評価間の相関が高くなったと推測できる。

別の角度からの手がかりとして，中年前期が

“危機 crisis”の時期として位置づけられているこ

とが挙げられる。力動論的立場で言う“危機”に

おいては，老いに見合う自己概念の再構築の過程

で一時的な心理的動揺が生じうると指摘されてい

る（e.g., Levinson, 1978；岡本, 2002）。すなわち，

老いの影響下，衰えの自覚による落胆が自己領域

に対する正確な判断・評価を鈍らせ回避や否認を

招く，ともすれば実際にはさほど衰えていない領

域までも一括りにされて自己評価が低下するなど

の例が想像される。仮にこのような動揺や混乱が

生じているとすれば，それらは発達上・適応上の

リスク状態と見なせるかもしれない。先に述べた，

自己領域間の独立性が高水準の well-beingを維持

するための基盤となるとの知見によってその可能

性が傍証されよう。

限界と課題

本研究は少数の変数を用いた横断モデルの研究

として行われている。今回得られた発達的知見を

より確かなものとするためには，縦断モデルを適

用した多角的な検討を追加することが求められる。

また既述したように，サンプルの等質性が十分に

確保されていない。したがって，得られた知見を

過度に一般化・普遍化することは慎むべきであろ

う。現在，成人発達は，特定の時代，社会，場所

における過程として，多様性を含んで理解しよう

とする趨勢にあると言われる（遠藤，2003）。本

研究も現代日本における中高年成人の発達の一形

態として理解することが必要と思われる。
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Developmental Characteristics of Self-evaluation in Middle and

Late Adulthood: Self-esteem and Five Domains of Self-evaluation

Junko WAKAMOTO

Shiraume Gakuen University

THE JAPANESE JOURNAL OF PERSONALITY 2007, Vol. 16, No. 1, 1–12

The present study tried to clarify developmental characteristics of self-evaluation, consisting of five do-

mains, in middle and late adulthood, with 2,026 participants of 30-year through 75-year old. Self-esteem as

the criterion, self-evaluation of internal self was a significant predictor in middle and late adulthood, and

those of social and economic self were also significant predictors during early and post middlescence. The

five domains were more or less independent of each other in middle and late adulthood. In examination of

age-group differences in correlations among the five, men showed significant differences in those of economic

self with other domains, while women showed differences in those of both economic and health domains with

others. The correlations were relatively high during early middlescence, but the domains grew more inde-

pendent of each other during late and post middlescence. Especially, the correlations of economic self with

other domains gradually but significantly decreased during early, late, and post middlescence. It was sug-

gested that self-esteem and structure of self-evaluation explained developmental characteristics, such as the

“paradox of well-being” and “crisis” in middle and late adulthood.

Key words: middle and late adulthood, self-evaluation, self-esteem, adult development


